
◆日本の諸地域4◆

中部地方の指導にあたって　〜産業を中核とした考察

◦『学習指導要領解説』の抜粋 ◦指導上の留意点

日本を幾つかの地域に区分し，それぞれの地域につ
いて，以下のアからキで示した考察の仕方を基にし
て，地域的特色をとらえさせる。「ア自然環境を中
核とした考察」「イ歴史的背景を中核とした考察」「ウ 
産業を中核とした考察」「エ環境問題や環境保全を
中核とした考察」「オ人口や都市・村落を中核とし
た考察」「カ生活・文化を中核とした考察」「キ他地
域との結び付きを中核とした考察」

ウ   産業を中核とした考察
地域の農業や工業などの産業に関する特色ある事象
を中核として，それを成立させている地理的諸条件
と関連付け，地域に果たす産業の役割やその動向は
他の事象との関連で変化するものであることなどに
ついて考える。

　東海・中央高地・北陸から構成される中部地方は広
範囲に渡り，それぞれの地域の自然環境や産業のあり
方は大きく異なる。特徴的な地域の産業を中心に自然
環境や他地域との結びつきを考えさせるとともに，共
通性にも着目して特色をまとめさせたい。
「中部地方のあらまし」の項目では，３つの地域につ
いて，自然環境を中心にその特色を考えさせ，地形，
気候の両面からおさえたい。３つの地方は，古くは東
海道・東山道・北陸道のそれぞれ一部をなし，それぞ
れが特色を持った地方であることに留意する必要があ
る。「自動車産業と工業地域」の項目では，中京工業
地帯を中心に，日本の工業における地位や自動車産業
を中心とした生産のしくみに注目する。さらに隣接す
る東海工業地域の特色にも留意したい。「東海地方・
中央高地の第一次産業」の項目では，自然環境を生か
した農産物の生産を地域の特色とともに理解させ，さ
らには大消費地との関係にも留意したい。「北陸地方
の伝統産業」の項目では，なぜこの地域に伝統産業が
多いのかを，農業と関連させながら考えさせたい。
　以上のように，最先端の工業地域をもつとともに，
豊かな自然環境に恵まれ，新しい観光のあり方にも力
を入れている一方，とくに冬期における暮らしの厳し
さ，また近年頻発した地震災害など，地域を取り巻く
諸課題にもふれさせたい。

◦ワークシートの単元構成　≪想定する時間数:全体で5時間≫

時数 単元名 学習内容 主な学習項目 ページ

１ 中部地方のあらまし
中部地方の位置と広がり
地形の特色，異なる気候

県名，主な山脈，主な河川
三つの地域の異なる気候，雨温図

p.74

２ 自動車産業と工業地域
中京工業地帯の特色
東海工業地域

自動車工業の発展
新しい工業の発展と東海地域の工業

p.75

３
東海地方・中央高地の
第一次産業

集約的な農業生産
遠洋漁業の基地　焼津
扇状地と高原の農業

渥美半島の農業，茶・みかん栽培
日本の遠洋漁業，漁港のしくみ
果樹栽培と高原野菜

p.76

４ 北陸地方の伝統産業 自然環境と歴史 伝統産業の種類 p.77

５ 中部地方のまとめ 大きくとらえた中部地方 白地図上に主な地名や語句を整理する p.78

中部地方の指導にあたって― 73



中部地方①― 74

　中部地方は，東
とう

海
かい

地方・ 中
ちゅう

央
おう

高地・
北
ほく

陸
りく

地方から成り立ち，愛
あい

知
ち

県・静
しず

岡
おか

県・
岐
ぎ

阜
ふ

県・長
なが

野
の

県・山
やま

梨
なし

県・福
ふく

井
い

県・石
いし

川
かわ

県・富
と

山
やま

県・新
にい

潟
がた

県で構成されています。
昔は東

とう

海
かい

道
どう

（現在の三
み

重
え

県から愛知県，
静岡県，山梨県，そして関

かん

東
とう

地方南部に
続く）と東

とう

山
さん

道
どう

（現在の滋
し

賀
が

県から岐阜
県，長野県，そして関東地方北部から東

とう

北
ほく

地方に続く），北
ほく

陸
りく

道
どう

（現在の北陸地方）
と，畿

き

内
ない

と地方を結ぶ三つの主要街道が
通り，独自の歴史的発展をしてきました。
　中央高地には日本アルプスとよばれる
飛
ひ

驒
だ

・木
き

曽
そ

・赤
あか

石
いし

の三つの山脈が連なっ
ています。これらの山々に降った雪や雨

は日本海と太平洋に注ぎ，中央高地の盆
ぼん

地
ち

，北陸地方と東海地方の平野をうるお
します。また，日本海側，中央高地，太
平洋側ではそれぞれ異なる気候がみら
れ，産業や人々の暮らしにも影

えい

響
きょう

を与
あた

えています。
　濃

のう

尾
び

平野に広がる名
な

古
ご

屋
や

大都市圏
けん

には
多くの人口が集まり，東海地方や中京工
業地帯の中心として，経済が発展してい
ます。中央高地には高原や扇

せん

状
じょう

地
ち

など
自然環

かん

境
きょう

を生かした産業が展開し，北
陸地方では長い冬の副業としての盛んな
伝統産業がみられます。

中部地方　①

中部地方の
あらまし

　地図帳を使って， 中
ちゅう

部
ぶ

地方の広がりや地域区分，

県名や山脈，川の名前など

を調べてみよう。

右の地図で中部地方と他の地方との境界線（県

境）を赤色でなぞってみよう。

課題 1

◦学習のねらい◦ 

右の地図の①〜⑥に当てはまる自然地名を記入

しよう。

課題 2

雨温図から読みとれる特色を考えてみよう。課題 5

中部1.eps

①

②

③
⑤

④
⑥

富山

松本

名古屋

９つの県のうち，県名と県庁所在地名が異なる

県が３つあります。その県名と県庁所在地名を調べて

みよう。

課題 3

①　　　　　　　  山脈 ②　　　　　　　  山脈

③　　　　　　　  山脈 ④　　　　　　　  川

⑤　　　　　　　  川 ⑥　　　　　　　  半島

県　名 県庁所在地名

右のア〜ウの雨温図は，それぞれ名古屋・

富山・松
まつ

本
もと

のいずれかの地点を表しています。

それぞれの都市に当てはまる雨温図の記号を選

び，記入しよう。

課題 4

・名古屋　（　　　　　）
・富山　　（　　　　　）
・松本　　（　　　　　）

中部2.eps
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年降水量 2245.1mm
年平均気温 13.7℃
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年降水量 1018.5mm
年平均気温 11.5℃
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1 7 12月

年降水量 1564.6mm
年平均気温 15.4℃

（「理科年表  2009」より）



中部4.eps

40（兆円）3020100

京浜工業地帯

中京工業地帯

阪神工業地帯

北九州工業地域

北関東工業地域

瀬戸内工業地域

東海工業地域

北陸工業地域

京葉工業地域

42機械 化学 その他

繊維

（2002 年「工業統計表」より）

金属
食料品

42

28

7

25

23

16

11

11

下の②〜⑦の工業都市を，①の例にしたがって右の地図中

に記入してみよう。

　例：①名古屋（機械）

課題 1

右下のグラフは，主な工業地帯や工業地域の産業別出荷額

の割合（2002年）を示しています。中京工業地帯の特色について，

気がついたことを書いてみよう。

課題 2

中部地方②― 75

　中京工業地帯は 中
ちゅう

部
ぶ

地方を代表する
だけでなく，日本全体の工業や経済をリ
ードする地域です。工業生産額（製造品
出荷額等）が全国1位の愛

あい

知
ち

県は，自動
車工業のほかに繊

せん

維
い

工業，陶
とう

磁
じ

器
き

類の生
産，鉄鋼業などでも全国1位となってい
ます。この地域の自動車工業は，豊

とよ

田
た

市，
名
な

古
ご

屋
や

市，鈴
すず

鹿
か

市などに広がり，本社の
組み立て工場を中心に下

した

請
う

けの部品工場
が分布しています。特に豊田市は，地域
の経済自体が自動車工業の業績に大きく
左右されることから「企

き

業
ぎょう

城下町」な
どとよばれ，日本独特の生産方式がみら
れます。繊維工業については，愛知県西
部から岐

ぎ

阜
ふ

県にかけての地域で毛織物工
業，愛知県東部から静

しず

岡
おか

県西部にかけて

は綿工業が盛んでしたが，輸入品や化学
繊維業に押され，生産は急速に低下して
います。一方で，瀬

せ

戸
と

市や多
た

治
じ

見
み

市，名
古屋市などでは伝統的に陶磁器の生産が
盛んです。近年はトイレ用品やタイル，
ファインセラミックスの生産が伸

の

び，愛
知県と岐阜県で全国のおよそ5割を生産
しています。伊

い

勢
せ

湾
わん

岸地域では製鉄や石
油化学，その他の地域でも先

せん

端
たん

技術を生
かしたさまざまな工業が発達していま
す。また，静岡県では主な鉄道・道路に
沿って工業都市が分布し東

とう

海
かい

工業地域と
よばれています。浜

はま

松
まつ

市ではオートバイ
や自動車工業，富

ふ

士
じ

市・富
ふ

士
じの

宮
みや

市では製
紙・パルプ工業が発達し，それぞれの地
域の経済を大きく成長させてきました。

自動車産業と
工業地域

　 中
ちゅう

京
きょう

工業地帯を中心

に，どのような工業が発展

しているか，また，隣
り ん

接
せ つ

す

る地域にどのように広がっ

ているか調べてみよう。

◦学習のねらい◦ 

中部地方　②

②東海（鉄鋼）　　　③瀬戸（陶磁器）　　　④四日市（石油化学）

⑤豊田（自動車）　　⑥浜松（オートバイ）　⑦富士（製紙・パルプ）

中部3.eps

①

かつて中京工業地帯を支えていた繊維工業が，現在かかえ

ている問題点を書いてみよう。

課題 3

（「2002年  工業統計表」より）



中部地方③― 76

　東
とう

海
かい

地方と中央高地の第一次産業は，
それぞれ地域の自然環境の特色を生かし
ながら発展しています。また，道路交通
網
もう

の発達によって，生産物の流通に特色
を与

あた

えています。東海地方の農業は，温
暖な気候を生かした園芸農業が中心で，
渥
あつ

美
み

半島の温室メロンや菊
きく

の電照栽
さい

培
ばい

が
知られています。どちらもビニルハウス
などの施

し

設
せつ

を利用した栽
さい

培
ばい

を行うので，
施設園芸農業ともよばれます。また，静

しず

岡
おか

県の牧
まき

ノ原
はら

台地や三
み

方
かた

原
はら

台地では，茶
の栽培が盛んです。そのほか，駿

す る が

河湾
わん

沿
いの 丘

きゅう

陵
りょう

ではみかん栽培が行われ，他
の国内産地や外国産オレンジとの競争に
勝ち抜

ぬ

くために，新しい品種を導入する

などの工夫が行われています。
　東海地方の農地は，明治時代以降の近
代的な治水工事とともに開発され，知

ち

多
た

半島では愛知用水，岡
おか

崎
ざき

市周辺の台地で
は明治用水，渥美半島では豊

とよ

川
がわ

用水など
によって，野菜や果物の栽培が盛んにな
りました。
　中央高地では，高原の涼

すず

しい気候を利
用して，国内の他の産地との時期をずら
して出荷するレタスなどの野菜や，扇

せん

状
じょう

地
ち

を利用した果樹栽培が盛んで，長
なが

野
の

県や山
やま

梨
なし

県ではりんごやぶどうが栽培
されています。この地域は首都圏

けん

と高速
道路で結ばれていて，果物狩

が

りなどの観
光農業とあわせて大きく発展しています。

中部地方　③

東海地方・中央高地
の第一次産業

　自然環
か ん

境
きょう

とのかかわり

を考えながら，それぞれの

地域の特
と く

徴
ちょう

的
て き

な第一次産

業をとらえ，消費者とのか

かわりを考えてみよう。

◦学習のねらい◦ 

右の地図の①〜⑤の自然地名を，次の文を参考にしながら

（　　　　　　）に記入しよう。また，東名高速道路を青，中央

自動車道を赤で書き入れてみよう。

課題 3

次のグラフ①〜④はそれぞれ，茶・みかん・ぶどう・ももの県別生産量の割合（茶は2008年，その他は

2007年）のいずれかを示しています。それぞれどの農産物か，下の（　　　　　）に記入しよう。

課題 1

温暖な気候の渥美半島で行われている野菜や花づくりの特色をまとめよう。課題 2

①メロンや菊の栽培が盛んな（　　　　　　）半島

②茶の栽培が盛んな（　　　　　　）台地

③周辺の 丘
きゅう

陵
りょう

でみかん栽培が盛んな（　　　　　　）湾

④扇状地でぶどうやももを栽培する（　　　　　　）盆地

⑤山
さん

麓
ろく

の高原地域で野菜を栽培する（　　　　　　）岳

中部6.eps

③
①

②

④⑤

中部5.eps

全国計
20.9万t

山梨
24.6%

やま なし

山梨
36.0%

和歌山
17.4%

わ か やま

和歌山
8.1

愛媛
15.8

え ひめ

京都
2.9

きょう と

三重
7.8

み え

福島
18.5

ふく しま

宮崎
みや ざき

静岡
13.7

しず おか

鹿児島
27.2

か ご しま

静岡
42.0%

熊本
9.1

くま もと

長崎
なが さき

北海道
ほっかい どう

4.6 山形
10.3

やま がた

山形 6.2

長野
14.7

なが の

長野
12.1

その他
38.9

その他
36.9

その他
16.1

その他
19.1

岡山
6.9

おか やま

全国計
106.6万t

全国計
9.6万t

全国計
15.0万t

7.1

4.0

（「農林水産統計」より）

①（　　　　　） ②（　　　　　） ③（　　　　　） ④（　　　　　）

（「農林水産統計」より）



北陸地方の伝統産業や地場産業について，地図中の①〜⑨に当てはまる産業名を下の語群を参考にして記

入しよう。

課題 1

中部地方④― 77

　北陸地方では，雪に閉ざされる長い冬
の副業として発達した各地の伝統工芸が
よく知られています。金

かな

沢
ざわ

市では，かつ
て城下町を治めた加

か

賀
が

藩
はん

の政策によっ
て，九

く

谷
たに

焼
やき

や加賀友
ゆう

禅
ぜん

，金
きん

箔
ぱく

などの生産
が盛んになりました。このような，各地
で受け継

つ

がれた「ものづくり」の高い技
術は，その後，地場産業として発展して
きました。
　また，北陸地方は積雪量が多く，豊富
な水に恵

めぐ

まれ，夏の間の米作は古くから
盛んに行われてきました。用水路の整備
や干

かん

拓
たく

などによる水田開発が早くから進
められ，越

えち

後
ご

平野や富
と

山
やま

平野などでは大
規模な稲

いな

作
さく

のみが行われる水田単作地帯

が広がっています。
　現代に受け継がれる伝統産業のほかに
も，農具の伝統産業から発展した越

えち

前
ぜん

市
の越前打

うち

刃
は

物
もの

や 燕
つばめ

市の洋食器，鯖
さば

江
え

市
の眼鏡フレームなどが地場産業として地
域の経済を支えています。近年は，後

こう

継
けい

者
しゃ

不足や外国製品との競争などの諸課題
にどのように向き合うか注目されていま
す。また，豊富な水資源による電力と工
業用水を利用した富山市周辺のアルミニ
ウム産業や化学工業など，伝統産業をさ
らに近代化させたものや新しい産業への
取り組みも盛んに行われ，伝統産業のす
がたも時代に応じて変りつつあります。

北陸地方の
伝統産業

　北
ほ く

陸
り く

地方で古くから盛ん

であった伝統産業の種類を

調べよう。また，なぜ多く

の伝統産業が発展したのか

を考えてみよう。

◦学習のねらい◦ 

中部地方　④

北陸地方の米作の特色と富山市周辺の新しい産業を調べてみよう。課題 3

伝統産業は，近年，後継者の不足や海外製品との競争などの課題をかかえていますが，金沢市の金箔製造

では新しい商品の開発に取り組んでいます。どんな工夫がされているか，調べてみよう。

課題 2 中部7.eps

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦
⑧
⑨【語群】　

九谷焼　　洋食器　　高
たか

岡
おか

銅器　　小
お

千
ぢ

谷
や

ちぢみ

加賀友禅　　山
やま

中
なか

漆
しっ

器
き

　　越前和紙　　眼鏡フレーム

輪
わ

島
じま

塗
ぬり

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨

米作の特色 新しい産業
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　近
きん

畿
き

地方と関
かん

東
とう

地方を結ぶ位置にあ
り，北

ほく

陸
りく

地方・中央高地・東
とう

海
かい

地方の3
つの地域から成り立つ中部地方は，それ
ぞれの地域の自然や歴史を生かした特

とく

徴
ちょう

ある地域の産業がみられます。日本ア
ルプスとよばれる3 つの大きな山脈をは
さんで，太平洋側と日本海側に多くの河
川が流れ，その水や異なる気候の特色を
利用した農業や工業が発達してきました。
　東海地方では 中

ちゅう

京
きょう

工業地帯や東海工
業地域，大消費地向けの園芸農業や焼

やい

津
づ

港
こう

などの水産物加工による食品工業，中
央高地では気候を利用した高原野菜の生
産や美しい自然景観を生かした観光業，

北陸地方では水田単作による稲
いな

作
さく

や伝統
的な地場産業などが発達してきました。
　これらの地域は，高速道路や鉄道によ
って大都市と結ばれ，農産物は大消費地
へと運ばれています。また，自動車に代
表される工業製品は日本の重要な輸出品
となっています。近年では，都市の人々が
農業を体験するグリーンツーリズムが新し
い観光のあり方として，また，都市と農村
の交流のあり方として注目されています。
　一方，各地の産業では，景気の低迷に
よる売り上げの落ち込

こ

みや外国の輸入製
品との競争，後

こう

継
けい

者
しゃ

の不足などの課題を
かかえています。

中部地方　⑤

中部地方の
まとめ

　これまで学習してきたこ

とを，白地図や文章にまと

めてみよう。

◦学習のねらい◦ 

右の地図の①〜④に当てはまる地名を次の欄
らん

に記入しよう。

課題 1

中部8.eps

A

B

C

④

①

②

③

右の地図の A・B・C は中部地方の３つの

地域です。その地域名を次の（　　　　　　）に記

入しよう。

課題 2

中部地方の特色をまとめた次の文章の①〜⑩に，当てはまる言葉を下の欄に記入しよう。課題 3

  中京工業地帯は（ ① ）工業の発展によって，日本経済をリードしています。中京工業地帯の特
とく

徴
ちょう

としては（ ① ）
に代表される機械工業の本社工場や下

した

請
う

け工場が集中していることがあげられます。また，伊
い

勢
せ

湾
わん

岸には（ ② ）や
石油化学工業がみられ，陶

とう

磁
じ

器
き

の産地である瀬
せ

戸
と

市では（ ③ ）の生産への転
てん

換
かん

が進んでいます。
　中部地方の農業は，気候の特色を生かして発展しました。温暖な渥

あつ

美
み

半島では温室メロンや（ ④ ）の電照栽
さい

培
ばい

，牧
まき

ノ原
はら

台地では（ ⑤ ）の栽培，松
まつ

本
もと

盆
ぼん

地
ち

や甲
こう

府
ふ

盆地ではりんごや（ ⑥ ），ももの栽培，八
やつ

ヶ岳
たけ

山
さん

麓
ろく

の高原な
どではレタスなどの（ ⑦ ）の栽培が盛んです。
　北陸地方は米の（ ⑧ ）地帯が広がっていて，冬の副業から発展した，輪

わ

島
じま

市の漆
しっ

器
き

や高
たか

岡
おか

市の銅器といった，（ ⑨ ）
が盛んです。また，豊富な水資源を利用した近代工業も発達し，富

と

山
やま

市周辺では（ ⑩ ）加工や化学工業がみられ
ます。

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

・冬は雪に閉ざされる期間が長い（A　　　　　　）地方
・盆

ぼん

地
ち

や高原の広がる（B　　　　　　）
・黒潮の影

えい

響
きょう

で温暖な（C　　　　　　）地方

①　　　　　　　  　　　川

②　　　　　　　  　　　山脈

③　　　　　　　  　　　盆地　

④　　　　　　　  　　　工業地帯




